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研究成果の概要：  本研究は，ディスコースの流れに注目し，欧州司法裁判所が政治過程に与
えるインパクトや，欧州諸機関を取り巻く政策ネットワークの存在を明らかにし，その中で非
政府アクターが果たす役割を検討した．また，上記の政策ネットワークを通じて EUの政策が加
盟国に影響を与えることに着目し，その作動条件と限界をイメージとして「断続的ヨーロッパ
化 punctuated Europeanization」のメタファーを提案した． 

  
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,100,000 0 1,100,000 

2007 年度 900,000 0 900,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度    

  年度    

総 計 2,600,000 180,000 2,780,000 

 
 

研究分野：政治学 

科研費の分科・細目：国際関係論 

キーワード：EU，市民社会組織，ガヴァナンス 

 
１．研究開始当初の背景 

  ヨーロッパ統合研究の焦点は長らく加盟
国政府と超国家機関の関係に絞られてきた．
この点は「多層ガヴァナンス」という語の定
着によく表れている．しかし，それが同時に
「 参 加 ガ ヴ ァ ナ ン ス participatory 
governance」というべき側面を持っているこ
とは，それほど注目されていない．すなわち，
EUの超国家機関は，古典的な主権国家に比べ
れば「弱い」政府であり，加盟国政府に対抗
するうえでも，社会諸組織の協働を必要とし
ているのだが，その点への注目は弱かった． 
 

２．研究の目的 

  そこで本研究は，主として市民社会組織に
着目し，EUの参加ガヴァナンスとしての機能
を実証的に明らかにし，それが EU の正統性
問題に対して持つ含意を明らかにしようと
した． 
 

３．研究の方法 

  EU レヴェルと各国レヴェルの双方を視野
に入れつつ，社会的アクターの戦略を中心に
据えた政治過程分析を行い，それを通じて社
会政策の領域におけるガヴァナンスの実体
を明らかにしようとした． 
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４．研究成果 
  本研究が主として明らかにしたのは，EU

レヴェルの政策形成過程である．とりわけ本
研究は，ディスコースの流れに注目すること
で，欧州司法裁判所が政治過程に与えるイン
パクトや，欧州諸機関を取り巻く政策ネット
ワークの存在を明らかにした． 

  また，加盟国レヴェルに EUの政策が影響
を与える具体的な回路として，上記の政策ネ
ットワークに着目し，それが作動する条件と
その限界を検討した．そして，これを総合す
るイメージとして「断続的ヨーロッパ化
punctuated Europeanization」のメタファー
を提案した． 
  これらの成果を明らかにした諸論稿はす
でに国内の他の論稿には引用され始めてい
る，また，国外でも研究報告を行ったほか，
SSRN(Social Science Research Network)や
AEI(Archive of European Integration)にも
ペイパーをアップロードし，少しずつではあ
るがダウンロードされている． 
  今後の課題は，断続的ヨーロッパ化のメタ
ファーの適用可能性を検証するとともに，政
策が形成されていく「アップロード」の過程
における加盟国社会アクターの影響を検討
することによって，EU社会政策におけるガヴ
ァナンスの全体像とそのダイナミクスを，ま
とまった形で公刊することである． 
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